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タイトル 

新型コロナウイルス感染防止のための学級閉鎖等の基準について 

内 容 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、この度の文部科学省や兵庫県
教育委員会からの通知を受けて、三木市立学校園の学級閉鎖等の基準を、下記の
とおりとしました。 
 
1 感染者が判明した時の対応(初期対応) 
園児、児童、生徒、教職員に感染者が判明したときは、当該感染者の濃厚接触

者の調査や学校園施設の消毒等の初期対応を行うため、必要な期間、学校園閉鎖
（臨時休校）等をする場合がある。 

※濃厚接触者が学校園の関係者にいないと判断された場合は、学校園閉鎖（臨
時休校）等は行わない。 
※加東健康福祉事務所の指示又は学校医の助言を受けながら、学校園閉鎖（臨
時休校）を行わず、学年閉鎖又は学級閉鎖とすることができる。 
 

2 学級閉鎖は、以下のいずれかの状況に該当し、学級内で感染が広がっている
可能性が高い場合、実施する。 

(1) 同一の学級において複数の園児、児童、生徒の感染が判明した場合 
(2) 感染が確認された者が 1 名であっても、周囲に未診断の風邪等の症状 
を有する者が複数いる場合 

(3) 1 名の感染者が判明し、複数の濃厚接触者が存在する場合 
(4) その他、設置者で必要と判断した場合 
※(1)～(3)については、学校園に 2 週間以上来ていない者の発症は除く。 
※学年で学級閉鎖が複数に及ぶ場合は学年閉鎖、学年閉鎖が複数に及ぶ場 
合は学校園閉鎖（臨時休校）とする。 

 
3 学級閉鎖等の期間 

感染の把握状況、感染の拡大状況、園児、児童、生徒への影響、学校園の運 
営状況等を踏まえて、加東健康福祉事務所や学校医等の助言を受けながら、校 
園長と協議のうえ、5～7 日程度を目安に、教育委員会において判断する。 
 

4 人権への配慮 
感染者・濃厚接触者等に対する偏見や差別的な言動は決して許されるもの 

ではないことから、人権に配慮するとともに、個人情報の取扱いにも留意する 
よう、学校園で十分に指導を行う。また、家庭でも格段に配慮をいただくよ 
う、協力をお願いする。 

セールスポイント 

 今後の感染状況を注視し、子どもたちの健康安全を最優先に考え、学級閉鎖

等を含めた、適切な感染防止対策に引き続き努めます。 

 


